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現代人と修行
-羽黒町の山伏修行体験塾の事例を通して-
津田　千明
キーワード　　修行､修験道､非日常､ ｢聖なる時｣
はじめに
近年､ ｢修行体験｣ ｢体験塾｣ ｢修行体験塾｣などと呼ばれるものがブームと
なっている｡これらは仏教寺院や修験道の寺院･神社で行われることが多く､
キリスト教に関するものは少ないようである｡仏教寺院においては､お堂で座
禅を組む講習会のようなものを定期的に開いているところが多数あり､難易度
や厳しさも多様である｡また､修験道の寺院や神社においては､山伏がやる修
行を泊り込みで体験できる行事が人気を集めている｡現代の日本人が宗教の関
わりに対して過敏になりがちな側面を持つ一方で､このような宗教的なイベン
トが流行してくるというのは興味深い傾向である｡
近年修行体験などが雑誌記事に取り上げられた例を探してみると､中高年サ
ラリーマン向けの雑誌『プレジデント』では､修験道の修行体験について2回､
寺院における座禅の会について1臥合計3回取り上げられている｡同じくサ
ラリーマン向けの経済誌『エコノミスト』では修験道の修行体験が1回掲載さ
れたoまた､比較的幅広い読者層を有する雑誌を見ていくと､ 『YomiuriWeekly』
には修験道の修行体験が2回､ 『文蛮春秋』には仏教寺院における座禅道場の
記事が1回取り上げられてい&oさらに､仏教の専門誌と言える『大法輪』に
おいても寺院における修行体験についての記事が1回書かれていることから､
専門家からもこのブームの現象は関心を集めているようである｡他にも修行体
験に関する記事はあるかもしれないが､これだけでも現代人の修行体験に対す
る関心の強さは伺えるだろう｡
本論文の目的は､現在一般に｢修行体験｣ ｢体験塾｣ ｢修行体験塾｣などと呼
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ばれているものについての調食を行い､以下の点について検証していくことに
ある｡
･現代人が修行というものに惹かれる理由は何か｡
･宗教学においてこれまで展開されてきた修行諭を当てはめられるか0
筆者は2005年9月に羽黒町の主催する｢山伏修行体験塾｣に参加して､ 40人
近くの他の参加者とともに修行体験に臨んだ｡そこで､予想していた以上の参
加者の人数に驚きを覚えた｡現代人は日頃多大をストレスを抱えていると言わ
れているというのに､修行体験のごとき肉体的･精神的に労苦を伴うことに休
日を費やして参加する人がこれまでに多いのは何故であろうか｡そして修行体
験の何が現代人を惹きつけるのかということに興味を才臥､た｡この点は本論文
において最も明らかにしたいことであり､力点を置いて調査した｡
さらに､インタビューの対象者の心理について深い分析を行うために､これ
までに展開されてきた修行論の先行研究を参考にした｡だが先行研究において
事例として取り上げられているのは､神社･寺院等が正規の宗教儀礼として
行っているいわゆる｢本修行｣と呼ばれるもの､或いは民間信仰に関するもの
が殆どであり､一般人を対象とした｢修行体験｣などと呼ばれるものを題材に
した調叡ま見られなかった｡そこで､これらを安易に宗教学上の｢修行｣と同
様に扱うことは問題があると考えた｡宗教行事としての修行がプロの宗教者を
養成する意味を持っているのに対し､修行体験塾はあくまでも一般人を対象と
している｡内容も､参加者に求められる心構えも､全く異なっている｡そこで､
｢修行体験｣などと呼ばれるものを調査対象に取り上げ､宗教学における修行
論に当てはめることは叶能であるか､そして｢本修行｣を調査対象にした場合
とどのような点で異なってくるのかということも検証したい｡
Ⅰ　修行の類型と関連研究
Ⅰ-1　修行の類型
まず､ ｢修行体験｣ ｢体験塾｣ ｢修行体験熟｣などと呼ばれているものを事例
として扱う前に､それらについて定義づけを行う必要がある｡今凶の調査対象
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となった羽黒山を例にとれば､ ｢修行｣もしくは｢修行体験｣と呼ばれるもの
は3つある｡
(1)入峰修行(秋の峰､本修行とも言う)
神社･寺院が主催しているo正規の宗教行事で｢秋の峰｣とも呼ばれる.
一般参加の公募を公には行っていないが､一･般人でも出羽三山神社に直接問
い合わせれば参加も可能だという｡参加費用も割高で､本格的な修行がした
い人向けの修行である｡
(2)出羽三山神社主催の｢山伏練成修行｣
神社･寺院が主催している｡一般人を対象に募集を行っている｡正規の宗
教行事ではないが､宗教色を取り入れ､信仰や精神の部分に触れることがで
きる｡肉体的には本修行よりも易しくしてはあるものの､精神的には本修行
に劣らないものを目指している｡
(3)羽黒町主催の｢山伏修行体験塾｣
初めて修行に参加する人でも取り組みやすい内容になっている｡公共団体
が主催していること､また警戒心を持たずに参加してもらう狙いもあること
から､宗教色をできるだけ薄くしてある｡また､体力的･精神的にも負担が
少ないのが特徴である.一般参加への公募を積極的に行っている｡
以上のように､それぞれ特徴も内容も異なるものではあるが､大きな違いは､
･主催が神社･寺院か､公共団体か｡
･参加者に高いレベルが要求されるのは精神的･肉体的レベルのいずれか｡
の2つの基準で区別することができる｡
(表1 )出羽三山における｢修行｣ ｢修行体験｣の類型
名称 偃Xﾜ2?≠ﾟられるレベル 
(1)本修行 ???鮑???ﾌ的.精神的 
(2)山伏練成修行 ???鮑?靠hｺI&9??ｸ神的_ 
(3)山伏修行体験塾 佰hｺI&9??ﾈし 
(1)については宗教学において修験道研究･修行論研究の中でも何度も研究対
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象として取り上げられており､ ｢修行｣と捉えても差し支えがない｡だが､第
一節でも若干ふれたが､ (2)と(3)についてはこれまで修行論研究においての対象
となることが殆どなかった｡これは､ ｢修行｣の事例とするには参加対象が一
般人向けに過ぎたからであろう｡本論文では､ (2)と(3)については､正規の宗教
行事である(1)とは大きく区別する意図で､ ｢修行｣ではなく｢修行体験｣の語
を与えたい｡
本稿で事例として取り上げた羽黒町の主催する｢山伏修行体験塾｣は､類型
(3)の公共団体が主催する修行体験に属する｡毎回､ほとんどの参加者が初参加
の人である｡公共団体が主催する体験塾の内容の特色としては､参加者に山伏
文化を理解してもらい､出羽三山を身近に感じてもらうことを目的としている｡
したがって､本修行を忠実に再現するよりも参加者の興味･関心を高め､満足
してもらうことをねらいとしている性格が強い｡例えば､座禅や滝打ちは本修
行にはないものだが､修行のイメージとして座禅や滝打ちがあったほうが実感
がわくだろうという配慮からメニューに付加されている｡また､羽黒山の五重
塔の前で座禅を組むというメニューも､近年追加されたものであるが毎回好評
を得ているといい､今回の聞き取り調査の中でも｢印象に残った｣と答える人
が何人か見られた｡上記の3類型の中では､地域のPRとしての特色が最も強
いグループであると言える｡俗界に最も近く､それだけに社会的な関わりが強
くなるので､このグループを調査することは現代人の修行との関わりを明らか
にする上で､意義のあることと思われる｡
Ⅰ-2　関連研究
本論文において､これまでに発展してきた修行論との比較を行う上で､岸本
英夫の著作は重要である｡岸本は宗教学において修行論の必要性を説き､同時
に当該研究分野の先駆けともなった｡その中でも｢修行の動機意図の7類型｣
の概念lノは､後述の第二章以降で修行体験の定義や動機を考える上で欠かせな
(1)岸本1975: 9-16
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いものであった｡修行論の展開と問題点については池上良正の｢宗教学におけ
る｢修行論｣の成果と課題｣､2■を参考にした｡また､実際に修行が人に及ぼす効
果や影響などについては､湯浅泰雄の心身論が展開された『宗教経験と身体』､
松本暗-の｢宗教的修行集団と修行者｣I3)などを参考にした｡
さらに､今回の調査は､修験道における修行体験に関するものであったので､
修験道研究の分野とも関わりは深い｡戸川安章､宮家準､宮本袈裟雄､和歌森
太郎らの著書を参考にした｡特に､出羽三山における修験道の歴史と現在につ
いての研究は､戸川安章の『新版出羽三山修験道の研究』に詳しい｡また､現
代の修験者の実態および調査方法については宮家準の『修験者と地域社会一新
潟県南魚沼の修験道-』において大いに学ぶところがあった｡
また､第三章第三節では対象者の修行観について考察した際に､宗教的な時
間と空間の観念に関する研究分野も参考にした｡この分野については主に､ミ
ルチャ･エリア-デ著･風間敏夫訳の『聖と俗』､同著･久米博訳の『聖なる
時間と空間』などを参照した｡
Ⅰ　調査報告
Ⅱ-1　調査方法
本稿では､修行体験の名称について､便宜上短い言葉を定義したい｡今回の
調査では､羽黒町の文化施設､いでは文化記念館の主催する山伏修行体験塾を
対象とした｡この修行体験を｢いではの修行体験｣とする｡これに対し､出羽
三山神社の主宰する山伏練成修行については｢出羽三山神社の修行体験｣と呼
ぶ｡さらに､正規の宗教行事であり出羽三山においての山伏の資格を与える本
修行については､そのまま｢本修行｣とする｡
この調査では､ 2005年9月9日から11日にかけて行われた羽黒町のいでは文
化記念館が主催する｢山伏修行体験塾｣に参加した37人の中から､了解を得ら
(2)池上1992:75-100
(3)松本陪一､ 1981 ｢宗教的修行集団と修行者｣佐々木宏幹･宮田登･山所管雄編､ 『修行
現代宗教4』､春秋社
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れた10人(AさんからJさんまで)を対象にインタビューを行った｡インタ
ビューでは､一人ずつお会いして､可能な限りでボイスレコーダーを用いてお
話を伺うという方式をとった｡
さらに､スケジュールの都合により､ Kさんに対しては電子メールにて質問
のやりとりを行った｡ちなみにKさんは今年の修行体験の参加者ではなかった
が､昨年までのいではの修行体験に2回参加されていたのでお話を伺うことに
した｡
対象者の地域は特に限定せず､関東から東北まで幅広く及んだ｡
なお､本論文において｢参加者｣という語を用いるときは､修行体験に参加
した人全員のことを指す｡ ｢対象者｣という語を用いるときは､参加者の中で
も今回のインタビューに応じてくださった11名のことを指す｡
対象者の内訳は以下の様である｡
く表2)対象者の内訳
男 傚r?0 ??40 鉄?60 都?参加 ?ﾈ,ﾈ?ﾗ9?ﾋ?h,ﾈ???
悼 ?ｲ???2???2???2???
Aさん ?1 ??? ? 傀? 
Bさん ?1 ?1 ? ? 傀? 
Cさん ?1 ??? ? 傀? 
Dさん ?1 ??? ? ???_子修行4.‥. 
Eさん ??? ? ?1 ???ｽ数`5) 
Fさん ?1 ? ?1 ? 傀? 
Gさん ??? ? ??傀? 
Hさん ??? ??? 傀? 
Ⅰさん ??? ?1 ? 傀? 
Jさん ?1 ??? ? 傀? 
Kさん ?1 ?1 ? ? ???
計 釘? 釘? ?? ?? ? 
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質問の内容は以下のとおりである｡まず主要な質問項目を4点定めた｡
･なぜ参加したいと思ったのか｡
参加動機について深く尋ねることで､対象者が修行体験の何に惹かれて参加
したのか､また何を求めていたのかが伺い知れると考えた｡
-質問① ｢参加したいと思った動機について教えてください｡｣
･参加してみて､求めていたものは得られたのか｡
先の参加動機によって､対象者が何を求めて修行体験に参加したのかが伺い
知れてきたところで､実際に何が得られたのかが知りたい｡これは､参加して
みての感想を聞き､明らかにしたいと考えた｡
-質問②　｢参加しての感想はいかがでしたか｡｣
･再び参加したいと思うか｡
修行体験の期間中に､参加者に参加回数を尋ねてみたところ､今回が初めて
の参加だという人が全体の2/3ほどであったが､今後何年にも渡っての参加
を希望する人､また他の違う修行体験を希望する人などがいた｡この違いは何
によって生まれるのかを知りたいと考えた｡
-質問③　｢再び参加したいと思いますか｡｣
･対象者のバックグラウンド
修行体験の参加者は､年齢も職業もばらばらだったのだが､雑談をしていく
うちに｢神社や寺院をめぐるのが好きだ｣ ｢登山が好きだ｣などの趣味の共通
点を持っていることに気づいた｡さらに深くバックグラウンドを探ることで見
えてくるものもあるかもしれない｡
(4)神子修行とは､女性のみを対象とした出羽三山の本修行のことである0
(5) Eさんには多数の修行体験への参加経験があり､まとめると以下のようになる｡
1平成5　　　出羽三山神社　練成修行体験
2　平成6､ 7　比叡山三塔巡拝
3　平成8､ 10　羽黒町いでは文化記念館　山伏修行体験
4　平成12-15　四国八十八箇所歩き遍路
5　1'-･成15　　　九州･英彦山　LLI伏入峰修行
6　平成17　　羽黒町いでは文化記念館　山伏修行体験
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-質問④　｢差し支えのない範囲で､趣味や職業について教えてくださ
い｡｣
インタビューでの質問の内容は主に以上の4つであったが､この質問のほか
にも､より発展した内容の回答を得るためにその都度適宜質問を追加した｡
Ⅱ-2　調査報告
この節では､前節で述べた質問から得られた一回答を､実際の発言を交えつつ
報告する｡
1　参加動機
｢参加したいと思った動機について教えてください｣という質問に対し､
返ってきた答えは十人十色であったが､発言を主に3つのパターンに分類す
ることができた｡
①　好奇心､何となく
好奇心から参加した､あるいは特に理由はないが何となく興味を持って
参加した､という意見が最も多く聞かれた｡しかし､はっきりした動機で
はない割には､脱落者が殆どいなかったこと､また男女に殆ど差のない日
程をこなしているにもかかわらず､女性が耐え抜いていたことなどから判
断して､単に物好きなだけではなく何か別の意思が働いているのではない
かと筆者は考えた｡さらに話を聞いてみると､ ｢現在巷で流行しているプ
チ修行や､日帰りの座禅の会では物足りないと思った｣ (Aさん) ｢今住ん
でいる所の近くで､高尾山の修行体験というのもあったが､そちらはハイ
キングのようで物足りない｣ (Cさん)等､好奇心から気軽に参加したと
いう動機はあっても､精神的･肉体的に手応えのある修行の実感を欲して
いたことが伺える発言が聞かれた｡
修行体験に対する漠然とした興味というのは､ ｢非日常的な体験を求め
ている｣ということに集約されるのではないか｡特に何かを目的としてい
るわけではないが､普段と何か違った体験をしてみること自体に意味を見
出し､生半可ではない参加動機となっているのであると筆者は考える｡
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(彰　生まれ変わりの思想に惹かれて
｢出羽三山神社のホームページに書いてあった｢生まれ変わり｣という
文句に惹かれて参加した｣ (A首ん) ｢生まれ変わりを意識していた｡第二
の成人式をしたかった｣ (Hさん)など､生まれ変わりの意識を求めて参
加したという発言も目立った｡
③　悩みを解決する糸口を求めて
｢仕事のストレスにも動じない自分になりたかった｣ (Bさん) ｢自分の
感情の起伏を穏やかにして､常に平常心でいたい｣(Fさん)｢アイデンティ
ティの閉塞感を感じる出来事があり､参加することによってそこの答えを
得たいと思っていた｣ (Hさん) ｢仕事の上で決断に迷う出来事があったの
で｣ (Ⅰさん)など､ El常生活のあらゆる場面での悩みを抱えた状態で､
修行体験に参加したという人もいた｡
しかし､どの人も修行体験によって直接的な解決策が得られることを期
待しているわけではなかった｡ ｢悩みを持っていたから参加した｣という
発言の背景には､いつもと違う状態に自分をおくことによって､違う側面
からの物の見方を見出し､それによって間接的に悩みやストレスを消化し
ていく糸口になることを期待していると考えられる｡この点では､①の｢好
奇心｣や｢何となく｣という動機が非日常体験への希求に結びつくことと､
重複する部分がある｡無論､ ①②③の動機は重複して持ちうるものと考え
る｡
2　参加しての感想
｢参加してみて､感想はいかがでしたか｡｣という質問に対しては､主に
以下のような答えが聞かれた-o
まず､肯定的な感想から挙げる｡
(事　新しい物の考え方や視点を発見した
参加してみた結果そこで新しい物の見方や考え方を発見して､充たされ
た思いで帰ったという人の発言は最も多く聞かれた｡実際に｢どんな新し
い考え方が見つけられましたか｣という質問をすると､その答えは多岐に
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渡った｡それは､参加者一･人ひとりが修行体験の内容を多様に消化してい
るということだろう｡
｢疲れ果てた限界状態の中で､自分は祈ることしか出来なくなる｡そう
すると山に対して謙虚になれるし､生き方にも謙虚になれると思う｣ (E
さん) ｢最小限の食料､空気､水の消費を体感して､非常にミニマムな代
謝で人間は生きていけるものだと思った｣ (Hさん) ｢山登りも人生の縮図
だと思う｡苦あれば楽ありということを実感した｣ (Hさん) ｢修行体験で
殆ど車の通らない道を何日か歩いて､普段の生活に戻ってきた時､道を歩
くだけでも無意識のうちに随分多くの意識を使っていると思った｡何もし
ていなくても既にストレスになっているのでほ｣ (Hさん)
また､参加動機③の｢悩みやストレスの突破口を求めて参加した｣とい
う人達の中には､その後の日常生活において多少なりとも暮らし易くるよ
うな考え方を発見できたという発言があった｡
砲車のストレスにも動じない自分になりたかった｣と言ったBさんは､
｢修行体験によって仕事のストレスを感じることが少なくなった､という
ことはなかったが､滝打ちの経験は印象的だった｡やる前は寒くて無理だ
と思っていたが､実際に始めると水の勢いが強すぎて寒いどころではなく
なる｡あまりにも刺激が強いと余裕がなくなって､雑念が消える｡普段の
生活でストレスを感じることも､まだ余裕があるということなのかと思っ
た｣と語ってくれた｡また､ ｢アイデンティティの閉塞感を感じる出来事
があり､参加することによって答えを得たいと思っていた｣と言ったHさ
んは､ ｢羽黒山の五重塔を見て､これは誰が造ったのか正確にはわからな
くても､五重塔はそれだけで偉いと思った｡ブランドの問題ではなく､存
在自体に価値がある｡そう思えることによって､自分のアイデンティティ
の閉塞感も消化された｣という｡二人とも､修行体験によって直接的に悩
みが解消されたわけではなかったが､悩みに対する考え方について新しい
視点を発見することができたようである｡
さらに､日常生活に戻ってきてから普段の生活の豊かさ､賛沢さを実感
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したという発言も多かった｡ ｢平らな道を車で移動できるだけでありがた
いと思った｣ (Aさん) ｢帰ってきた当初は､家に暖房､風呂､飯があるこ
と､それだけで有難さを感じた｡これは他の人に言っても理解できないだ
ろうし､体験した本人しかわからない｣ (Ⅰさん)などは､初参加者の発
言の一一一部である｡特に初参加者の発言は､修行体験から帰ってきた後のR
常生活での豊かさを改めて実感し､有難さを強調するものがほとんどで
あった｡
一方､少しニュアンスの異なる発言をした人もいるo ｢帰ってきてから
の御飯もおいしく感じたが､修行中の御飯もおいしい｣(Dさん)｢私は帰っ
てきて特別にありがたいと思ったことはないが､普段の食事がいかにぜい
たくであったかを実感する人もいるだろう｣ (Eさん)｡筆者は発言者に､
参加中の生活に対し､質素､不満などのマイナスのニュアンスは含めない
意図を感じた｡この二人はいずれも､いではの修行体験に参加するのが今
年で3回目であり､他にも様々な修行体験を経験している人達である｡二
人の発言に共通しているのは､修行体験中の食事やそのほかの出来事に対
して､厳しさよりも有難さを強調していたことだ｡いくつもの修行を経験
した人は､修行体験中の出来事にもありがたさを感じる心のゆとりが生ま
れてくるのではないか｡
また､修行体験は普段と違う体の使い方をする場でもある｡それ故に､
気持ちの変化だけではなく､体の中で起こった変化についても気づくこと
があるようだ｡ ｢修行というのは何をやっても修行なのだと思った｡修行
の中でやることは様々だが､頭の中は同じような状態になる｡それは疲れ
が限界にきていたせいか､常にフワフワとした感じ｣ (Aさん) ｢座禅の時､
修行には終わりがないのだということを実感した｡時間を意識しないよう
にして耐えた｣ (Hさん)など､普段とは違う体の反応が発見できたとい
う発言をした人達は､体力的な厳しさを実感しつつも興味深い体験だった
と語ってくれた｡
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②　自信や達成感が得られた
厳しい修行体験をこなしたことによって､自信や達成感が得られたとい
う人は多かった｡ ｢仕事で幸い決断にぶち当たったときに､修行体験の時
はああやって乗り切ったじゃないか､ということは思い出す｣ (Ⅰさん)
という発言をした人もおり､この修行体験で得られた達成感が別の辛さを
経験したときの支えになってくれることもあるようだ｡ただしこの点に関
しては､｢硯実の辛さを乗り越えるために修行体験の辛さを思い出すといっ
ても､幸いことは変わらないと思う｣ (Cさん)など､日常生活で幸いこ
とがあった時の精神的な支えにはあまりならないという発言のほうが多く､
受け止め方は人それぞれのようである｡
また､仕事や趣味などで大きなイベントを控えている時にその体慣ら
し･前段階として修行体験に参加したという人もいた｡精神的な効果はと
もかくとして､修行体験をやり終えた達成感によって､体力的に自信がつ
くことは確かであるようだ｡
③　世代の違う人や､普段周囲にはいないタイプの人と知り合えた
対象者の多くが､修行体験に40人近くの希望者が集まったことに驚きを
示していた｡ 17人以下の場合は中止になる可能性もあったことから､これ
ほどの人数が集まることは予想していない人がほとんどだったのであろう｡
また､初対面の人達がグループで一つの修行体験に参加するということ
によって､普段は関わり合いになれないような人と出会えるのも魅力の一
つだ｡ただし今回の場合､行の間は話を禁じられていること､また体力的
にも精神的にも余裕もないことから､修行体験が終わった後の精進落とし
で親しく話をする場合が多かった｡一つのことをやりとげた仲間意識が芽
生えるのだろう｡ ｢あんなにたくさん参加している人がいて､私のような
考えの人は結構いるのだ､と思って安心した｣ (Bさん) ｢自分がいかに狭
い世界で生きてきたかと思った｣ (Cさん) ｢世代の違う人とお話しする機
会もあまりないので､とても楽しかった｡普段なら関わりあえない人と修
行を通じて知り合えたことも嬉しい｣ (Dさん)などの発言にそれが表れ
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ている｡
また､集団のパワーを実感することもある｡ ｢話もしたことのない人が
ばらばらに集まってグループで何かに挑む｡この不思議なパワーは一体何
なのだろうと思った｡他の人が頑張っているので､何とか自分もついてい
けたと思う｡普段とぜんぜん違うパワーが個人個人で出るのではないか｣
(Ⅰさん)など､修行体験は集団だから達成できたのだろうという感想を
示す発言も聞かれた｡
次に､やや不満だったところについても感想を述べてもらった｡
①　予想していたものと違っていた
修行体験のメニューの中で､こんなことをやるのだろうと期待していた
ものと違っていた場合､不満が残る場合がある｡これは､事前に郵送され
る日程表が難解な専門用語で書かれている等､意図的に修行の内容を｢言
わず･語らず｣の秘密にしていることも原因かもしれない｡しかし､何を
するのかをはっきりと知らされないことも､いではの修行体験の魅力の一
つと言える｡このジレンマを解決するのは難しい｡他には､山伏について
の歴史的･文化的な背景について講義のようなものを聴きたかった､など
の希望もあった｡
また､テレビで放映されたものを見て参加したいと思った対象者がいで
はの修行体験に申し込んだものの､取材されたのが出羽三山神社の修行体
験のものでメニューが違っていた､などの誤解もあった｡
②　もっと精神的に奥深いところまでやりたかった
｢いではの修行体験は宗教的な行事をだいぶ省いてあるので､もっと奥
深いところまでやりたいと思った｡でも､自分に宗教心のようなものがあ
るからそう感じてしまうのだと思う｣ (Dさん) ｢いでは文化記念館という
のは公的なものなので､宗教性を排除しなければいけないという制約があ
るのは仕方なのないことだが､もう少し宗教的なものが盛り込まれたほう
が参加者の感動が引き起こせるのではないか｡現在のプログラムでは､何
か変わった体験をしてきたよ､ということだけで終わってしまう人もいる
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のでは｡でもこれは自分が出羽三山神杜主催の修行体験を以前に経験して
いるせいもあると思う｣ (Eさん)等の発言をした人がいた｡しかし､い
ずれも､自分が宗教心をもっていること､または以前にいではの修行体験
よりも精神的にレベルの高い修行体験を経験したことを留保しており､あ
くまでもいではの修行体験の趣旨を認めたうえでの発言であった｡
いではの修行体験が精神的に少し物足りなく感じられてしまうのは､羽
黒町の主催のものなので宗教性を薄めるこせ､また､一般の人も参加しや
すくするためにレベルの易しいものにすること､などの配慮がマイナスに
作用してしまった側面である｡全ての参加者に満足してしまう修行体験を
実現するのは難しいが､このような特色を持っているということは明確に
しておくべきだろう｡
3　再び参加したいと思うか
｢また参加したいと思いますか｣という質問に対する回答を見ると､今年
で3回目の参加となった二人については今後も参加する意欲が見られたが､
初参加者については､
(彰　再び同じ修行体験に参加したいという人
(参　同じ修行体験はもう希望しないが､違う修行体験に行ってみたいとい
う人
の二通りに分かれた｡
①の再び同じ修行体験に参加したいと言った人に理由を尋ねてみると､｢充
実感が得られたので今後も行きたい｣という人と､ ｢今回は体力的について
いけなかったので､今度は鍛えてまた挑戦したい｣という人がいた｡さらに､
②の同じ修行体験はもういいが違う修行体験なら行ってみたいという人に理
由を尋ねてみると､ ｢不満があったというよりも､達成感が得られたので同
じものはもういいと思う｣という意見が多かった｡
以上の発言から分析すると､次のようなことがわかる｡
･辛さがやる気を喚起する
体力的に厳しい内容であることは､修行体験-の参加を挫けさせる要因に
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となるとは必ずしも言えないということである｡今回のインタビューでは､
｢体力的にきつかったのでもう行きたくない｣というような消極的な意見は
聞かれなかった｡逆に｢もっと厳しいと思っていたのに少し物足りなかった
ので､もう同じ修行体験は希望しない｣という意見はしばしば耳にした｡今
回の修行体験の参加者はそれ相当の覚悟を持って参加していたということで
ある｡もっと言えば､ ｢少し物足りない｣という実感は最も参加者を落胆さ
せてしまうものなのではないか｡修行体験において体力的に｢幸い｣と思え
ないと､それは非日常的な体験になりにくいのである｡
･達成感の受け取り方に違いが現れる
修行体験によって達成感が得られたとして､その解釈のしかたは人それぞ
れだということがわかった｡この差異は､達成感を得ることが参加者の中で
どのぐらい大きな動機を占めているのかによって生じるのではないか｡つま
り､達成感を得ることを主要な目的として参加すると､それが得られれば目
標が叶ったことになり､充たされた心は再び修行体験を欲しないということ
だ｡一方､達成感を得ることはさほど重視していなかったのに､思いがけず
大きなものが得られたという場合､非常に印象的な体験となり､再び参加し
たいと思うようになるのだと筆者は考える｡このように捉えていくと､参加
者の多くは､意外性や驚き､感動などを期待して参加しているのではないだ
ろうか｡
4　対象者のバックグラウンド
｢差し支えのない範囲で､趣味や職業について教えて下さい｣という質問
に対しては､他の質問項目に輪をかけて多様な答えが返ってきたが､これだ
けは全員に共通しているという要素について以下に挙げるo
(彰　普段から山との関わりがある
修行体験が連日の山登りを行うものなので､山登りが嫌いだという人は
いなかった｡対象者の中でも､山登りやワンダーフォーゲルを趣味にして
いたり､山の中で仕事をしていたりと､普段から山との関わりを持ってい
る人は多かった｡
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②　非日常的な体験を意識的に行っている
｢自分は好奇心が強い｣ ｢よく変わったことを積極的にやる人だと周り
から言われる｣等の発言をしばしば耳にし､対象者は興味のあることに積
極的に飛び込んでいく傾向の人が多かったと感じた｡言い換えると､日常
の中に非日常体験を取り込んで新しい風を入れる工夫を常々行っている人
が多かったのではないかと思う｡神社や寺院めぐりを趣味にしている人は
多かったが､これも非日常を日常と平行させる行動の一つと筆者は考える｡
③　宗教に関心がある
特定の信仰を持っていない人でも､宗教に対する理解と興味を持ってい
る人が修行体験に参加していたようである｡特に｢仏教の教えは実生活で
もなるほどと思う｣等､まず仏教への興味を持ち､そこから修験道との違
いに関心を持つに至ったという人は多かった｡さらに､ ｢アメリカに留学
したときから宗教に関心を持って､お寺でアルバイトをした体験もある｣
(Jさん)等､宗教に関心を持って以来､積極的に関わりを持とうと行動
してきたことを振り返る発言をする人もいた｡
Ⅱ　考　　察
Ⅲ-1　参加動機の分析
岸本の著作の中でも重要なものに､修行の動機意図の7類型がある｡根拠と
なる岸本の調査は､修行者の手記から民間の修行者の実地の調査まで幅広い方
法が採られており､これら全てが今回の修行体験塾の参加者の参加動機に当て
はめられるとは限らないが､この節において､岸本の記述を各項目の冒頭に引
用しながら､あてはめを行ってみたいと考える｡
1　一定の心的境地への到達を目指すもの
その境地の心理的内容を､分析的に説明することは､なかなか容易ではな
いが､かような境地の存することは何人も疑わない｡ (中略)一般のより
世俗的な行においては､かような境地はその行の当初からの動機となった､
より具体的な目的や理想の中に織り込まれて､それに伴われた形で体験さ
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れる場合が多い｡ [岸本､ 1975: 10]
対象者の中にも､宗教的なものにふれることによって感じる､普段とは異
なる心的境地について語ってくれた人がいた｡
｢以前インドのブッダガヤを旅行したときに､ずっとここにいたい､お釈
迦様が何故ここを悟りの地に選んだのかが直感でわかるようなものを感じた｡
そのときに感じた優しい気持ちを求めていたのかもしれない｣ (Fさん) ｢私
だけかもしれないが､お寺や神社-行くとなぜか気持ちがすっきりする｡だ
から宗教に興味がある｣ (Ⅰさん)
このような発言をしてくれた人は､その心的境地に安らぎを見出している｡
そこでさらに宗教的なものを求めて神社やお寺､霊場などをめぐるのが習慣
化していることが多く､修行体験もその中の一つとして参加したという例が
珍しくなかった｡この動機分析については､修行体験も本修行もさほど違い
は無いようである｡
2　心身の鍛錬
行の動機意図には､心を澄み透らせるという面と並んで､心身を強く逗し
く鍛えるという面がある｡ (中略)精神を統一し心を明澄にするための､
長く激しい努力が､おのずから強く逗しい心身をつくり出す結果にもなる
からである｡ [岸本､ 1975:10]
修行体験によって心身を鍛えたい､という発言もよく聞かれた｡仕事のス
トレスや日常の悩みを乗り越えるという具体的な目標を持って参加した人も
いたが､特に悩みなどはなくても､ ｢ぬるま湯に浸かったような暮らしをし
ているので､過酷な状況に自分を追い込んで強くしたいと思った｣(Aさん)
｢泣くほど幸い修行をしてみたいと思った｣ (Hさん)等の発言に見られる
ように､具体的な悩みなどを抱えているわけではなくても､現在の不自由の
ない生活に疑問や物足りなさを感じている人は多いことが伺える｡そのよう
な現代に生きる人々は､たとえ本修行でなくとも､修行体験に参加するだけ
で心と体が鍛えられたと実感できることは多いようである｡
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3　信仰､信念の強化
いかなる行にも必然的に､その成果の一端には､理想信念の強化という事
実を伴う｡しかし､場合によると､とくに平生から抱いている信仰､信念
を､鍛錬強化しようという動機から､行に入るものがある｡[岸本､ 1975:
ll-12]
対象者の中で｢自分はどちらかというと持っているほう｣と言うDさんの
参加動機の中に､これに近いものが見受けられた｡ ｢普段私が学校で勉強し
ている神社神道と関わりが深いし､自分の心の中にあるものと近い言葉を修
行の中で唱えられるので､有難いと思う気持ちは大きいと思います｣ (Dさ
ん)
この発言だけで信念の強化が参加動機になっていると断言することはでき
ないが､結果として信念の強化という恩恵が受けられたということは言える
のではないか｡
また､他の対象者の中にはDさん以外に信仰を持っていると意識している
人はいなかったが､普段から質素な生活を心がけ､心身を鍛えることの大切
さを実感している人もいた｡
｢食べられる人がみんな食べていたら世の中回っていかないので､食べら
れる人はとりあえず残さないことが大切だと､日ごろからそういう意識を
持っていたので､一汁一菜で暮らせたことで自信を持てた｣ (Hさん)
これも信念のひとつと考えれば､修行体験によってその信念が強化された
ということは言えるかもしれない｡だがDさんの例と同様に､明確な言及が
なされたわけではないので､これはあくまで参加動機というより結果論にと
どまるものと考える｡
4　俄悔滅罪
宗教的ないし遺徳的な意味で､犯した罪に対する悔恨の念が起った場合に､
(中略)その儀悔滅罪の気持が､行となって現れる場合を珍しとしない｡
当事者は､かかる行を営みながら､その一挙手一投足の中に､己の罪の深
さと､その罪が洗がれて行く爽やかさとを､同時に､感じるのである｡そ
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の場合､当事者の罪の意識の相違により､行の意味も異なってくる｡罪に
対する具体的な報いを恐れる因果応報的な見解の所有者は､その罪に相応
すると思われる一定量の行を営むことによって満足する｡より精神的な罪
の意識に悩むものは､行を重ねて純一明澄の境地に入るにつれて､他の雑
念とともに罪の意識も消滅し､もっと正常な心境に至ることを希求する｡
[岸本､ 1975: 12]
この岸本の指摘の中で､興味深いのが｢当事者の罪の意識の相違により､
行の意味も異なってくる｣という部分である｡ここで岸本は｢因果応報的な
見解の所有者｣と｢より精神的な罪の意識に悩むもの｣の二者の相違につい
て述べているが､修行体験の参加者に当てはめやすいのは後者であろう｡罪
の意識とまではいかずとも､普段自分の送っている豊かな生活に疑問を抱く
ことが修行体験-の参加動機に結びつくのではないか､と思わせる発言がい
くつかあった｡
｢円本に生まれて､恵まれて生ぬるい生活を送っているので､過酷なとこ
ろへ行ってみたいと思った｣ (Aさん) ｢何度も参加するのは､修行が終わっ
た直後は日常生活のありがたさを実感するけれど､しばらく経つと忘れてし
まうから｣ (Dさん)
対象者の中に海外旅行を趣味に挙げる人も何人か見られたが､聞かれたの
は発展途上国に行った話がほとんどであった｡その理由は､文化を知りたい
から､世界遺産を見たいからなど､一見修行とは関係のないものであったが､
発展途上国に惹かれて旅行に行った結果､普段の生活の豊かさとの差異を改
めて認識して､後ろめたいような気持ちになるということがあるのではない
か｡先進国の人に特有の感覚かもしれない｡
5　感　　謝
感謝を本質的な出発点とした行は少いが､しかし､元来は別の意図のFに
営まれていた行が､その意図を変じて､感謝の意味で営まれることになる
場合は案外に多い｡その意味においては､感謝も､行の意図のひとつとし
て､数えられなければならない｡ある一つの行を実行し､何らかの福祉を
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得たとする｡それに対する感謝を表現すべく最も適当と考えられるのは､
その行をもう一度繰り返して行うことである｡ [岸本､ 1975:13]
第二章第三節において質問③再び行きたいと思うかについての報告を行っ
たが､対象者の回答はおおむね修行体験一般について肯定的な感想を述べて
いた｡その中でも再び同じ修行体験に是非行きたい人と､次は別な修行体験
に行きたいという人との違いが現れていた｡
ここで具体的に例を挙げる｡今回初参加だわた人の中で､また同じ修行体
験に是非行きたいと答えたⅠさんを例にとると､ ｢本当に有難いと思ってい
る｣と言う｡日常生活に戻ってきてからも､修行体験の記念写真と修了証書
を額に入れて飾り､毎朝それを見るようにしているとのことで､有難いとい
う気持ちが相当に強かったことが伺える｡ここでⅠさんは､修行体験に参加
できたということに感謝しているとも考えられるのではないか｡感謝を表す
ために修行体験の常連参加者になるということもあるのではないか｡
6　請願成就の犠牲
一般民衆の間にあっては､客観的なある願い事を成就するための行が､し
ばしば営まれている｡行が､一種の犠牲として､神仏に捧げられるのであ
る｡すなわち､誠心誠意をもって､これほどの行をしておけば､神仏も照
覧あって､その加護を与えるであろうという考えが根本になっている｡[岸
本､ 1975:14]
これに当てはめられる例は今回の調査では少なかったが､ ｢死者の成仏を
願って参加した｣ (Fさん)という発言があった｡ Fさんは｢亡くなった人
と一緒に月山に登りたいと思った｣とも語っているので動機は請願成就だけ
ではないと考えられるが､少なくとも参加動機の一要因となり得るというこ
とは言えるだろう｡
7　特殊能力の獲得
行を重ねて､肉体が鍛えられ､精神が純一強烈になってくると､それに伴っ
て､心身の諸能力が特異な発達を遂げる場合がある｡異状と思われるよう
な作用が､生理心理的な事実として現れてくる｡ (中略)このような力は､
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しばしば､行力とか禅定力とかいわれるo (中略)その特殊能力に､それ
の普遍妥当性を付与するような解釈が行われてくると､それは超自然性を
帯びた神通力というような考え方になるoかような特殊能力の獲得は､し
ばしば行の動機となる｡わが国の民間に行われている行には､シャマニズ
ム風の悪霊､口寄せ等の状態に入ることを目的としたものや､加持祈祷の
致験を増進することを目的としたものが著しく多い｡これ等は､その例で
ある｡ [岸本､ 1975:14-15]
今回の調査では､特殊能力の獲得を目的として修行体験に参加したという
発言を得ることはできなかった｡実際に特殊能力を身につけたいと言う人に
インタビューをしてみなければわからないが､仮にそう思う人がいたとして
も､ 2泊3日の修行体験ではなかなか難しいと判断することが予想される｡
この動機は修行体験では持ちにくく､本修行の例に限られたものと言うこと
ができるだろう｡
Ⅲ-2　対象者の考える山伏像
インタビューをしていく途中で付け加えた質問で､ ｢山伏とは､どんな人の
ことを指すと思いますか｣というものがあった｡これは､筆者が対象者に｢山
伏に対してどのようなイメージを持っていましたか｣という質問をしたところ､
山伏の定義をはっきり示さなかったので明確な答えを引き出せない､という失
敗をしたことから反省して加えたものであった｡すると､山伏の解釈に差が表
れたのである｡
制度上は､本修行に参加すればUJ伏名がもらえ､山伏の資格を有することに
なるo但し､インタビューで得られた発言を分析すると､そういう人を｢山伏｣
と呼ぶかどうかは､対象者の立場によって異なっていることがわかった｡そこ
で､さらに対象者のほかに､山伏名を持ち､宿坊を営んでいる方にも､山伏の
定義をどう考えるかという質問をした結果､回答を得ることができた｡山伏の
定義を決める基準は3つの説に分けることができる｡
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(1)山伏本質説
まず､山伏名をもらった人ならば誰でも山伏だという考え方がある｡これ
は最も幅広く山伏の資格を認めるものである｡山伏の定義を本修行に参加し
たという本質に求めるので､本質説と名付けた｡苦しい本修行に励んだのだ
から山伏と呼んで当然だという主張である｡
(2)山伏居住地説
(1)の山伏本質説を否定し､俗界に住んでいる者は山伏ではないとする説0
年に一度の本修行に参加するのみで日々霊山に接しているわけではない､い
わゆる｢俗界の人｣を山伏と認めるのは適当でないという考え方で､山伏名
を持つ人の中で､宿坊街を営む人､出羽三山の宮司を山伏と指すべきである
という考え方である｡この節を主張していたのは主に､宿坊街に住み､山伏
の資格を有している人たちである｡居住地を重要視することから居住地説と
名付けた｡
(3)山伏専門職能者説
出羽三山神社の宮司のみが本物の山伏であるという説である｡職業として
神に使える仕事をしている人は､山伏の中でも迫力が違うという考え方であ
る｡神に仕える職能者である宮司のみに山伏の定義を絞った点で､最も厳密
な考え方である｡この説の主張は､宮司と宿坊街の人の両方に接する機会が
あった人に見られた｡
山伏の資格を持たず､山伏に接する機会もない一般の人から見れば､山伏と
言うと特徴的な服装のイメージが最も強く､あまり定義にこだわることは無い｡
しかし､山伏の資格を有していなくとも､修行体験などを通じて山伏と揺する
機会が増えてくると､山伏の中でも様々な人と出会うことで､定義について考
えるようになるのだろう｡
一方､山伏の資格を持っている人は､資格を有することに誇りを持っている｡
本修行を通して､様々な山伏と接する機会が一般の人よりも多いために､発言
を聞くとその差異を強調しているように感じられた｡
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出羽三山神社の宮司さんに山伏の定義についてどう考えるか､直接質問する
ことができれば､より正確に実態を反映した内容となり得たと考えられるが､
残念ながら今回の調査ではそこまで至らなかった｡今後更なる研究が必要なと
ころである｡
Ⅲ-3　対象者の修行観
ここまで､対象者からのインタビューの回答を､参加動機と感想を中心にま
とめてきたが､以上のことから浮かび上がってきた対象者の修行観というもの
を以下に分析してみたい｡
対象者の修行観は､点型一点線型-線型という3つの状態を遷移して変化し
ていくものであると､筆者は考える｡
1　点　　型
人は日常の時間軸の上を生きているとする｡この線の上を歩いているのが
日常の状態であり､線から外れた体験をすることがすなわち非日常体験とな
ると捉えることにする｡
対象者はいずれも｢自分は好奇心が強い｣ということを意識していた｡ ｢日
本に比較的なじみの薄い国への海外旅行へ行く｣ ｢普段車で行くような距離
を自転車で時々移動してみる｣ ｢何か判断に迷ったときはよく神社や寺院を
めぐる｣など､インタビューでは様々な非日常体験について話を伺うことが
出来たが､共通して言えるのは､対象者が修行体験に参加する以前から非ロ
常的な体験を意識的に行うようにしていたことである｡日常の時間軸から外
れた体験をすることで､普段とは違う視点を発見する｡それを日常に持ち帰
ることによって､また新しい気持ちで日常の時間軸を歩んでいくことができ
る｡この状態では､修行体験に限らず､あらゆる非日常的な体験が区別のな
い状態で､非日常への上昇点となり得る｡ ｢考え方が変わるきっかけとして
は､山伏修行ではなくても良かったのかもしれない｣ (Hさん)という発言
はそのことをよく表している｡初参加者の修行観は､あくまで非日常体験の
ひとつに過ぎないことが多いのである｡
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(図1 )点型の修行観
修行体験の初心者はまず､このような点型の修行観を持つ｡この類型に属
する人には自分を変えたいという気持ちが強く見られ､なりたい自分のイ
メージを明確に持っている｡ ｢自分を見つめなおす｣という言葉を使う人も
いる｡修行体験に対して､その自己実現を達成できるような変化を心のどこ
かで期待しているが､期待はずれ･もしくは達成感から一回限りにする人､
その後たくさんの修行体験をこなしていくきっかけにする人など様々である｡
2　点線型
上記のような修行観が形成された後､関わりを持たなかった一つ一つの非
日常体験に関連性が生まれてくる場合がある｡
｢以前に屋久島で登山をした時､辛さの余り何も考えられない状態になっ
た｡その経験を思い出して､また必然的に何も考えられない状態に自分を追
い込んでリフレッシュしたいと思った｣ (Bさん) ｢インドを旅行したときに
感じた優しい気持ちを求めて修行体験に参加したのかもしれない｡日常生活
に戻った後も､修行体験で実践したことを忘れないために､細かい努力をし
ていく必要がある｣ (Fさん)という発言は､以前に経験した登山や旅行に
よって価値観の変化等を実感し､今回の修行体験への参加動機に結びついた
ことを表しているのではないか｡非日常体験ならばさほど選ばずに､好奇心
のおもむくままに｢何となく｣でも気軽に参加していた状態から､一歩修行
的な境地に踏み込んだものと筆者は考え､それぞれの非日常体験が点線で結
ばれた状態と捉えた｡
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く図2)点線型の修行観
3　線　　型
さらに､特定の修行体験への充実感や感動､感謝などが生まれると､再び
同じ修行体験に参加することになる｡スケジュール等の都合がつけば､ 1-
3年の短いインターバルで修行体験に参加し､常連となることが少なくない｡
また､同じ修行体験に限らずいくつかの修行体験に参加することもあるが､
それぞれの印象探かった体験は､その他の体験とは一線を画して捉えられる
ようになり､一本の｢修行のライン｣とも言うべき線が形成される｡筆者が
ラインとして捉える理由は､修行を継続的に続けていくことの必要性を口に
する対象者がいたからである｡
海外旅行 Tお芋憲子脚 ?の 一丁 涌竿旅行修行体験②呈 
Ill ?l1 
く図3 )線型の修行観
修行のラインを持っている人の特徴を挙げると､
①　日常生活も修行の一部だという意識を持っている｡
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②　日常生活において､修行体験で得た新しい価値観を実践している0
③　いではの修行体験よりも､さらに精神的レベルの高い修行体験に参加し
た経験がある｡
④　｢自分探し｣に来ているのではないことを強調する｡
①②は､修行をしている状態が修行体験の期間に限らず､日常の時間軸と
重複してくることを示している｡ ③は､いではの修行体験のみに参加してい
る人は､それが数回に及んでも修行のライン｣を持っているとは言い難く､上
記の線型の修行観を持つまでにとどまっているようであることから判断した｡
いではの修行体験に数回参加したことのある人の発言でも､ ｢結局は体験型
観光だと思う｡精神性は求められない｣ (Kさん)というものがあった｡ま
た､ ④のように｢自分探し｣という語を否定するのは､それだけ参加するこ
とに強いこだわりを持っているからであろう｡
筆者は､修行のラインの｢修行｣の語を岸本の定義した｢行いを通して心
を鍛え息試み｣(6･という意味と同じ様に使っている｡だがこの場合､修行のラ
インを形成する点は､特に印象深く心に刻まれた体験ならば修行体験に関わ
らないと考えている｡例えばインド旅行での印象深い体験も､修行体験と同
じように線型の修行観を形成する可能性があると考えている｡
但し､今回の調査では､線型の修行観をもっている人の中で､特に印象深
い体験として意識された事例は､修行体験にしか見られなかった｡おそらく､
修行のラインができるほどの充実感､感動､感謝を得るためには､宗教的な
感情移入ができるような深い体験が必要なのだろう｡すると､観光的意味合
いの強い旅行や趣味の登山では､修行のラインを形成するには至らず､修行
体験のように強烈に心と体に働きかける体験でなければ､線型の修行観の形
成は難しいのかもしれない｡
今回調査したいではの修行体験については､前述の通り､この修行体験の
みを数回繰り返して参加したとしても､修行のラインは形成されにくいよう
(6)岸本1975: 7
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である｡本修行を再現した修行体験としての性格を持ちつつ､観光やPRと
しての性格も併せ持っていることで､心に働きかける作用が不足しているの
だ｡線型の修行観を持つに至るには､さらに深い宗教の領域まで体験できる
出羽三山神社の修行体験に参加するか､もしくはそれ以上の精神的レベルが
求められる修行体験を経験する必要があるのかもしれない｡
それでは､修行体験とその他の非日常体験との違いは本質的にどこにある
のだろうか｡対象者はどこで違いを認識するのかを考えてみると､以下の
ような修行体験の独自性が指摘できる｡
･宗教的であること
いではの修行体験の場合は宗教性を薄めてあるとはいえ､全く無くしてし
まうことは不可能である｡たとえ精神に訴えかけるものが少ないとしても､
肉体的な辛さのみでも心に働きかけるものは十分にある｡そこで発見した新
しい視点や価値観は､宗教色の全くない旅行などでは得られない､貴重なも
のとなり得るだろう｡
･自分と向き合う行動である
修行体験の中で行われる行は､ひたすら己との戦いである｡行を実行する
ことを集団の中で強制される状況というのは､今日の生活の中ではなかなか
経験することはできない｡団体で行うことにより､自分独りでは予想もでき
なかった力が湧いてくるということもあるのだ｡
･恵まれた生活を自分の意思で離れる
発展途上国への旅行を例に挙げると､その国で入浴が不可能だという状況
は､本当に水が足りないという状況なので不快を感じることもない､という
発言をした人がいた｡一万､ ･修行体験の場合は､使おうと思えば自由に水を
使える環境にありながら､自分の意志で水を絶つという行為なので､旅行に
行くときよりも意志の強さを必要とする｡豊かな日本にいながら敢えてこう
いう禁欲生活を送ることに意味があるのだと考える｡
なお､修行体験に初めて参加した人の中でこのような線型の修行観を持って
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いる人は､今回の調査では見られなかった｡体から心へと段階的に働きかけて
いく修行の性質から考えて､初めから線型の修行観を持つ人はおらず､最初は
点型の修行観から持ち始める人が殆どなのではないか｡
以上のように､筆者はインタビューから得られた発言をもとに分析を行って
きたが､最後に結論として現代人と修行の関わりについて考察する｡
ここで､第三節において時間軸における修行観について述べたことから､宗
教学における時間に関する学説とのつながりを考えたい｡
ミルチャ･エリア-デは以下のような指摘をしている｡
宗教的人間にとっては時間も均質恒常ではない｡一方には聖なる時の期間､
祭の時(大部分は周期的な祭である)があり､他方には俗なる時､つまり
宗教的な意味のない出来事が行われる通常の時間持続がある｡これらに種
類の時間の間にはもちろん連続の断絶があるが､宗教的人間は祭儀の助け
をかりて通常の時間持続から聖なる時間へと(移行)する｡ [エリア-デ､
1969:59]
第三節において述べた､人が日常の時間軸を歩んでいる状態というのは､エ
リア-デの言う｢俗なる時｣に似ており､また､修行体験に参加している期間
は｢聖なる時｣に似ている｡また､線型の修行観を持ち､自らの意識の中に修
行のラインを形成している人は｢宗教的人間｣に似ている｡
さらに､エリア-デは聖なる時の特徴についてこう述べている｡
聖なる時間は本質的に逆転可能である｡それは本来､再現された神話の原
時間である｡宗教的な祭､祭典のときは全て神話の過去､ (太初の)時の
聖なる出来事の再現を意味する｡祭に宗教的に参加することは､(通常の)
時間持続から脱出して､この祭に再現する神話の時間へ帰入することであ
る｡聖なる時間はそれゆえ､幾度でも繰り返すことが可能である0(中略)
聖なる時間は､回転的､可逆的､回復可能な時間という逆説的相貌を呈し､
かつ人が祭儀によって宗教的に回帰する一種の神話的な永遠の現在を表わ
す｡ [エリア-デ､ 1969:60-61]
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何度も修行体験に参加する人というのは､このような聖なる時の可逆性を実
感したいから通うという動機もあるのではないだろうか｡ ｢去年もそうだった
と思えるのがうれしい｣ (Dさん)などの発言からそれは伺い知れる｡
また､ 『宗教学辞典』の｢時間｣の項によれば､俗なる時から聖なる時へ移
行するとき､ヒエロファニー(聖なるものの顕現)が必要であるとエリア-チ
は述べているというけ､｡上記のように彼は､それが｢祭の時(大部分は周期的
な祭である)｣と書いているが､いではの修行体験では宗教的な祭儀が省かれ
ている｡これは､聖なる時間への移行を妨げる原因になるのではないか｡第二
章第三節の質問3で､辛さがやる気を喚起する例について報告したが､これは
修行体験において祭儀が省かれた場合､聖なる時へ移行する手段が辛さを感じ
ることのみに集約され､つまりは辛さがなければヒエロファニーとなり得ない
ことを示しているのではないか｡
前述の第二章第三節の質問2では､修行体験でいつもと違う肉体的変化を感
じたという発言について報告した｡再度以Fに記述すると､
｢修行というのは何をやっても修行なのだと思った｡修行の中でやることは
様々だが､頭の中は同じような状態になる｡それは疲れが限界にきていたせい
か､常にフワフワとした感じ｣ (Aさん) ｢座禅の時､修行には終わりがないの
だと実感した｡時間を意識しないようにして耐えた｣ (Hさん)
この時､対象者は肉体的変化を通して聖なる時間を感じ取っていたのではな
いだろうか｡その根拠は､発言の中で聖なる時間の特徴について述べられてい
ることである｡ ｢どんな内容の修行をしても､頭の中が同じ状態になる｣ =可
逆性､ ｢時間を意識しないようにして耐えた｣ -永続性などが現れていると考
(7)阿部正雄1973 ｢時間｣､ 『宗教学辞典』､東京大学出版会
以下p.223rより引用
古代宗教における｢聖なる時間｣についてもっとも透徹した解釈を試みているのは､エリ
ア-チ(Ellade, M.)であろう｡かれによれば､俗なる時間､すなわちたんなる日常的行為
が営まれている通俗的時間の持続する流れは､聖なる時間によって-多くは周期的に-
隔てられ､中断されるが､この聖なる時間をその前後に持続する俗なる時間から区別するも
のは､その時間におけるヒエロファニー(聖なるものの顕現)である｡ [阿部､ 1973:223]
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える｡
現代人は､すぐに線型の修行観を持つこと､すなわち宗教的人間になること
は難しい｡現代人が宗教に接触するとき､誤解や偏見が生まれやすいのが現状
である｡その中で宗教的な感情を持ちうるためには､精神論や言葉よりも体に
働きかけるほうが易しいのではないだろうか｡修行体験が人気を集めているの
も､肉体的な刺激を通して､宗教的な感情に限らず､様々なものの見方や価値
観などを得られるのが理由であると考える｡こ-C)ような間接的な働きかけは､
合理主義が強く支配する現代において､横やかではあるが理屈よりも確実に
我々の宗教感情を喚起するのではないだろうか｡
おわりに
人々は様々な思いを抱えて修行体験にやってくる｡参加者それぞれの修行観
や､修行体験に求めるものは､参加の額度や参加者自身の個性などの違いによっ
て千差万別である｡しかし､動機の根底に宗教的な心的境地-の憧れないしは
興味を抱いて参加してくるということは､修行体験でも本修行でも共通してい
る｡科学の発達した現代においては､宗教的感情を抱くことも自分を厳しく見
つめ直すことも､理論や精神論を用いるのみでは困難になっているのかもしれ
ない｡今回調査した修行体験は､修験道に基づいているということもあり､体
を通して心に働きかけるという修行の性格を､多少なりとも感じ取ることがで
きる貴重な場であると言える｡
修行体験の行われている現状について考察すると､マスメディアによる介入
の影響が大きくなっている｡修行体験について知ったきっかけを対象者に尋ね
たところ､雑誌やテレビ番組等､マスメディアを通じて知ったと言う人がほと
んどであった｡ということは､今後の参加者も､マスメディアを通して得たイ
メージを持って修行体験にやってくる可能性が非常に高い｡しかし､それは同
時に注意が必要である｡これは特に線型の修行観を持っている人に多く聞かれ
た意見だが､修行に目的意識を持ってきている人は｢自分探し｣などの言葉で
一様に括られて報道されることに嫌悪感を持っている｡ ｢自分探し｣の切り口
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で修行体験の取材が入る場合には､快く思わない人がいるということを指摘し
ておきたい｡
最後に､本論文を作成するに当たっては数多くの方々のお力添えをいただい
た｡特に､インタビューにご協力を頂戴した11名の方々､そして羽黒山の宿坊､
神林勝金坊の神林裕弥氏には大変お世話になった｡記して深く感謝の意を表し
たい｡
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Shugyo (Training) in Contemporary Japan : The Case of
Yamabushj-Shugyo-Taiken-Juku in Haguro, Yamagata
Chjaki TSUDA
These days, so-called `training experience' (mainly that of religion) has been in
vogue, being eagerly reported in various media. I was intrlgued by how particlpatlng ln
such trainlng could affectthe consciousness of th6se who live in this contemporary
society･ As a means to explore this issue, interview was conducted to palliclpantS Of
Yamabushi-Shugyo-Taiken-Juku (Training Experience of Mountain Priest) ', which
was held by town of Haguro, Yamagata, in September 2005. ll participants Out Of 37
agreed to be inteⅣiewed, and attempts are made in this article to describe and analyse
the result of the investlgation.
The article consists of two sections･ The first part concems the ideathat the
consciousness of the participants are gradually modified through three stages, namely,
that of 'polntS', 'dotted line'and 'full line'. In 'polntS',the trainlng experience is Just
one of many extraordinary experiences that could happen to him or her, while in
'dotted line'phase, these 'polntS'begin to interact to each other, formlng the dotted
line. Then this dotted line is finally made into a full line, which signifies that `the
extraordinary'now goes parallel with the ordinary.
In the second section, Concemed is the connection of my theory and foregoing
investlgations in this realm･ The discussion will visit concepts such as Mircea Eliade'S
'sacred and profane', exploring how it can be applied to the particIPantS Of the trainlng.
Through the investlgation, I concluded that the popularlty Of `trainlng eXperience',
depite the fact that religlOn Often meets various prejudice andmisunderstandings in
contemporary society, is due to the fact that these traimngS are much more physical and
direct than theoretical approaches to religlOn, making lt easier for the particlpantS tO
feel religious.
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